
吉
元
昭
治

『
圖

敎
醫
學

東
洋
思
想
の
淵
源
を
學
ぶ

』

池

早

紀

子

吉
元
昭
治

『
圖

敎
醫
學
｜
東
洋
思
想
の
淵
源
を
學
ぶ

｜
』
を
紹
介
し
た
い
。

略

に
よ
る
と
吉
元
氏
は
一
九
五
一

年
產

人
科
醫
と
し
て
臨
床
の

に

み
、
以
來
針

の

究
、

針
灸
の
臨
床
な
ど
東
洋
醫
學
（
中
國
醫
學
）
も
あ
わ
せ
た
醫
療
を

多
年
に
わ
た
り
實

さ
れ
て
き
た
。
紹
介

池

は
藥

師
で

方
藥
局
で
の
實
地
經

が
あ
り
、
鍼
灸
の

許
も
有
し
て
い
る
。

私
が
、
吉
本
氏
の
名
を
知
っ
た
の
は
、
東
洋
醫
學
の
臨
床
に
關
す

る
書

だ
っ
た
。
一
方
で

は
、
は
や
く
か
ら
東
洋
醫
學
と

敎
の
關
係
に

目
し
て
、
一
九
八
九
年
に
『

敎
と
不
老
長
壽
の

醫
學
』
を
上
梓
し
、「「
フ
ィ
ー
ル
ド

な
努
力
」
に
よ
り
「
民

療
法
の
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
」
よ
う
な

況
か
ら
「

去
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
、

體
を
把
握
」」
し
た
と

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

現
在
の
醫
療
の
あ
り
か
た
を
文

、

に

證
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、

は
「「

敎
醫
學
」
と
い
う
か
ら
に
は
、

『

敎
經
典
』
よ
り
抽
出
、
分

、
整
理
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
後
日
稿
を
改
め
る
つ
も
り
で
い
る
」
と
も

べ
、

敎
醫
學
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『

敎
經

典
』
へ
の
言

が
少
な
い
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
た
。『
圖

敎

醫
學
｜
東
洋
思
想
の
淵
源
を
學
ぶ
｜
』
は
、
ま
さ
に
三
十
年
後
、

鑽
の
末
に
「
稿
を
改
め
た
」
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
目

を
も
と
に
、

容
を

し
た
い
。
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「
は
じ
め
に
」に

は
、
生
死
の
問
題
の
う
ち
「
死
の
問
題
は

宗
敎
」
が
、「
生
の
問
題
は
醫
學
」
が

る
と
い
う
。
そ

し
て
中
國
に
お
い
て
「
生
を

求
し
た
醫
學
は

敎
」
な

の
だ
と
い
う
。
こ
れ
が

の
考
え
る
「
不
老
長
壽
の
醫

學
」「

敎
醫
學
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
こ

れ
は
「

家
を
中
心
と
し
た
自
然

よ
り
發
展
し
た
」
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
思
想
、
宗
敎
と
醫
學
の
共

根
を

見
極
め
て
大
樹
を
眺
め
る
必

が
あ
る
」
で
な
け
れ
ば

「
枯
死
」
し
て
し
ま
う
と
い
う
。

も
鍼
灸
學
校
の
敎

員
に
「
ど
う
し
て
鍼
灸
（
東
洋
醫
學
）
と

敎
が
、
關
係

が
あ
る
の
か
」
と
い
わ
れ

和
感
を
感
じ
た
經

が
あ
る
。

現
代
、
科
學

エ
ビ
デ
ン
ス
を
持
た
な
い
醫
學
は
醫
學
と

し
て

め
ら
れ
ず
、
醫
學
と
宗
敎
は
ま
っ
た
く
別
物
と
考

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
一
方
古
來
よ
り
（
新
規

の
）
感
染
症
が
蔓

し
た
と
き
、
人
は
大
き
な
力
を
持
た

な
か
っ
た
。
科
學

エ
ビ
デ
ン
ス
を
第
一
義
に
い
う
現
代

醫
學
が
手
詰
ま
り
な
こ
と
を
思
う
と
き
、

は

の

「
宗
敎
と
醫
學
の
共

根
を
見
極
め
て
大
樹
を
眺
め
る
必

が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
耳
を
傾
け
た
い
。

﹇
本
文

、

﹈

一
、

史
と
文

、

は
、「
人
が
病
氣
に
な
っ
た
り
死
ん
だ
り
す
る
く

り
か
え
し
が

史
の
集
積
と
な
る
」
そ
こ
で
、「
醫
學
の

創
ま
り
を
見
る
に
は
ま
ず

史
か
ら
」
な
の
だ
と

べ
る
。

こ
の

で
は
裴
李
崗
文

、

・
仰
韶
文

、

・
他
の
古
代
の
文

、

を
と
り
あ
げ
、
つ
づ
い
て
盤
古
、
有
巢
、
燧
人
、
伏
羲

を
は
じ
め
と
す
る
神
話
・
傳

を
、
さ
ら
に
時

な
流

れ
、
地
理
を
ご
く

に

し
て
い
る
。

二
、
自
然中

國
の
「
生
を

求
し
た
醫
學
」
は
、
そ
の
「
自
然

よ
り
發
展
」
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
ず
「
天
地
人
」

つ
い
て
解

し
、
そ
の
後
中
國
古
典
か
ら
「
天
地
人
」
に

關
す
る
ト
ピ
ッ
ク
を

き
書
き
し
て
い
る
。

三
、
平
衡
理
論

四
、
陰
陽
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五
、
五
行「

五
行

」
に
變

が
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
さ
ら

に
各
家
の
五
行

と
し
て
『
管
子
』・『

禮
』
他
に
お
け

る
「
五
行

」
の
記
載
を

討
し
て
い
る
。

六
、
易
・
干
支

十
干
・
十
二
支
な
ど
の
用
語
の

を
し
た
後
、「
醫

易
同
源
」「

氣

」
な
ど
に

れ
る
。『

易
參
同

』

を
あ
げ
、「
易
の
思
想
を
か
り
て

丹
（

丹
）
の
法
を

い
て
い
る
」
と
し
「「
醫
易
同
源
」
の
よ
い
手
本
に
な

る
」
と
い
う
。
ま
た
「

氣

」
で
は

の
王

が
『

經
素
問
』
に

入
し
た
「

氣
七

」
な
ど
の
名
を

あ
げ
る
が
、
こ
こ
で
の
記

の
み
で
こ
れ
ら
を
理
解
す
る

こ
と
は

し
い
だ
ろ
う
。

七
、

子
百
家

『
老
子
』『
列
子
』『
莊
子
』「

老
思
想
」『
呂
氏
春
秋
』

『
淮
南
子
』『
論
語
』
な
ど
よ
り

き
書
き
し
て
い
る
。

容
は
や
や
散
漫
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し

は
、
こ
の

の
ま
と
め
で
「「
老
莊
」

な
思
想
は
、

子
百
家
時
代
以
降
、
醫
學

思
想
・
哲
學
の
中
に
ち
り

ば
め
ら
れ
て
い
る
事
を

し
て
お
き
た
い
」
と

べ
て

い
る
。

八
、
古
典

等
の
文

、

中
國
古
典
群
に
あ
る
醫
學
や
宗
敎
思
想
に
共
鳴
す
る
部

分
を
抽
出
・
整
理
し

體
と
し
て
把
握
す
る
必

が
あ
る

と
指
摘
し
、
こ
こ
で
は
馬
王
堆

墓
出
土
の
『
五
十
二
病

方
』
と
『
山

經
』
の
二
書
よ
り
抽
出
し
て
い
る
。

九
、

敎
と

敎
醫
學

九

一
、

敎

敎
に
關

す
る

料
・
工

書
な
ど
も
紹
介
し
て
い

る
の
が
特

で
あ
る
。

九

二
、

敎
醫
學

こ
こ
か
ら
が
、
本
書
の
本
題
で
あ
る
。
こ
の
項
で
は
後

の
﹇
圖
版

﹈
に

載
さ
れ
る
表
を
用
い
た

が
多
い
。

例
え
ば
「

信
か
ら
科
學
に
」「
創
生
か
ら

敎
へ
」「

敎
の
な
り
た
ち
」「

敎
の
構

」
な
ど
と
名
づ
け
ら
れ

た

自
作
の
表
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
理
解
す
る
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た
め
に
は
も
う
少
し
詳
細
な
解

が
あ
れ
ば
と
思
う
。
そ

の
他
の
「
神
仙

」「
三

」「

士
、
醫
師
」「
醫
藥

神
」
な
ど
の
細
目
の
解

は
丁
寧
で
あ
る
。

十
、『

藏
』
の
醫
學

部
分

藏
よ
り
醫
學

と
思
わ
れ
る
記

を
抽
出
し
、

の

三
項
目
に
分
け
記
載
し
て
い
る
。

こ
こ
は
後
ほ
ど
詳
細

に
取
り
上
げ
た
い
。

十

一
、
湯
液
・
處
方

十

二
、
本
草

十

三
、
鍼
灸

十
一
、

敎
醫
學
を
支
え
る
古
典
、
經
典

「

敎
と
醫
學
の
中

に
あ
っ
て
、
雙
方
の
二
面
性
を

持
っ
て
い
る
」
も
の
の
う
ち
特
に
重

な
書
と
し
て
『
抱

朴
子
』『
太
平
經
』『

庭
經
』
を
取
り
上
げ

な
解

を
添
え
て
い
る
。

十
二
、
符
・
圖
・
籤
・
呪
・
善
書

「

敎
醫
學
と
現
在
の
民

信
仰
・
民

療
法
と
が
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
符
（
お
ふ
だ
）、
圖
、
籤
（
お

み
く
じ
）、
呪
（

禱
）
が
あ
る
」
と
し
て
こ
の

で
取
り

あ
げ
て
い
る
。
ま
た
印
刷
頒
布
す
る
の
が
善
行
と
さ
れ
る

「
善
書
」
に
つ
い
て
も

で
は
あ
る
が
取
り
上
げ
て
い

る
。

﹇
圖
版

﹈
﹇
圖
版

﹈
で
は
﹇
本
文

、

﹈
の
一

〜
十
二

に
對

應
し
て
分

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
や
圖
が

載
さ
れ
て

い
る
。

附

「

藏
」
等
中
國
醫
學
關
係
經
典
索
引

（
紹
介

、
圖
版

に
三
、
平
衡
理
論
に
對
應
す
る
箇

は
な
い
。）

總
括
し
て
み
よ
う
。
本
書
は

の
本
文

、

、
後

の
圖
版

よ
り
構

さ
れ
る
。
本
文

、

は

外
の

料
を

し
た
豐
富
な

容
が

領
よ
く
細
目

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
項
目
は
多
岐

に
わ
た
り
、
百
科
事
典
と
し
て
も
使
え
る
。

の
本
文

、

に

入

さ
れ
る
圖
表
番
號
が
、
後

部
の
圖
版
に
リ
ン
ク
さ
れ
、
そ
れ
を

參
照
す
る
こ
と
に
よ
り
本
文

、

の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
纏
め
ら
れ

て
お
り
、
讀
み
や
す
く
工
夫
さ
れ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
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圖
版

は

敎
經
典
や
古
書
か
ら
の
圖
版
な
ど
に
加
え
、

が

作

し
た
チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
圖
表
が
載
る
。
少
し

念
な
の
は
圖

版
の
な
か
に
は
、
依
據
す
る
と
こ
ろ
が
自

に
な
っ
て
い
る
も
の

が
あ
る
點
で
あ
る
。
ま
た
典
據
の
表
示
が
や
や

な
點
、

の

究
動
向
の
反
映
が
な
い
點
は
、
中
國
文

、

學
專
門
の

究

に

は
、
些
か
も
の
足
り
な
く
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

が

「
は
じ
め
に
」
で

べ
る
よ
う
に
「
醫
學
、
醫
療
に
た
ず
さ
わ
る

人
、
い
わ
ゆ
る
東
洋
醫
學
に
關
心
を
お
も
ち
の
方
、
も
し
く
は
、

す
で
に
日
常
診
療
で
活

さ
れ
て
い
る
方
」
に
「
中
國
醫
學
の
根

底
に
あ
る
も
の
が
何
ん
で
あ
る
の
か
を
分
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
目

に
は
充
分
す
ぎ
る

容
と
な
っ
て
い
る
。
專
門
家
が

求
め
る
文

、

な

容
を

り

む
こ
と
は
、
か
え
っ
て
煩

に

な
り
、
本
來
の
目

か
ら

ざ
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

に
し
て

を
得
た
こ
の
書
は
、
こ
れ
か
ら

敎
の
醫
學
を

究
し
よ
う
と
す
る
人
が
、
必
ず
參
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本

な
書
物
と
な
っ
て
い
る
。

の
長
年
の

究
の

果
で
あ
る

こ
の

は
、
多
く
の
讀

に
裨

す
る
で
あ
ろ
う
。

は
臨
床
醫
と
し
て
の
立
場
か
ら
「
正
統

藏
」「
續

藏
」

あ
わ
せ
五
四
八
五

と
い
わ
れ
る
こ
の
厖
大
な

敎
の

料
に
す

べ
て
目
を

し
、
醫
學
に
關
す
る
記
事
を
摘

し
、
こ
の
書

を

作
り
上
げ
て
い
る
。

は
「『

藏
』
に
つ
い
て
は
、

敎
の

究
の
第
一

料
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

讀
す
る
に
は
マ

力マ
以
外

に
氣
力
、
體
力
も
必

に
な
る
。
筆

は
か
つ
て
、
五
年
を
か
け

て
二
回
ば
か
り

讀
し
、
そ
の
中
か
ら
醫
學

關
係
部
分
を
抽
出

し
、
プ
リ
ン
ト
し
二
二

の
私
製
『

典
』
を
つ
く
っ
た
」
と
い

う
。本

書
の
「

藏
の
醫
學

部
分
」
に
は
一
、
湯
液
・
處
方
、
二
、

本
草
、
三
、
鍼
灸
の
三
部
に
分
け
實
際
の
醫
學

容
の
例
を
あ

げ
て
い
る
。
こ
こ
に
や
や
繁

に
な
る
が
實
際
に
吉
元
氏
が
ど
の

よ
う
な
書

に
着
目
し
た
の
か
を
示
す
た
め
に
、
と
り
あ
げ
た
書

の
名

を
あ
げ
て
み
た
い
。﹇

﹈

は
紹
介

に
よ
る
。

一
、
湯
液
・
處
方
に
は
、

一
）

丹
衆
仙
論
、

二
）
修
眞
十

書
、

三
）
修
眞

義

論
、

四
）
太
上
靈
寶
五
符
序
、

五
）

太
一
八
門

順
草
生
死
訣
、

六
）
四
氣
攝
生
圖
、

七
）
圖

經
衍
義
本
草
、

八
）
枕
中
記
、

九
）
神
仙

靈
草
菖
蒲
丸
方
、

一
〇
）
太
淸
經

法
、

一
一
）
太
上
肘
後
玉
經
方
、

一
二
）
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三
元

壽
參

書
、

一
三
）
太
淸
金
闕
玉

仙
書
八
極
神

三

皇

文
、

﹇
太
淸
金
闕
玉
華
仙
書
八
極
神

三
皇

文

、

﹈、

一

四
）
太
上
除
三

九
蟲
保
生
經
、

一
五
）
至
言
總
、

一
六
）
大

玄
寶
典
﹇
太
玄
寶
典
﹈、

一
七
）
上
淸
子
金
丹
大

妙
用
﹇
上
陽

子
金
丹
大

﹈、

一
八
）
洞
元
靈
寶

學
科
儀
﹇
洞
玄
靈
寶

學
科
儀
﹈、

一
九
）
三
洞
珠
囊
、

二
〇
）
孫
眞
人
備

千
金

方
、

二
一
）

救
仙
方
、

二
二
）
上
淸

鑑

經
。

二
、
本
草
に
は

一
）
茅
山
志
、

二
）
仙

志
、
草
木
、

三
）
太
極
眞
人

丹
藥
方
、

四
）
三
洞
珠
囊
、

五
）
孫
眞
人

備

千
金

方
、

六
）
上
淸

鑑

經
、

七
）
三
洞

士
居
山

修

科
、

八
）
上
淸
太
上

君
九
眞
中
經
、

九
）
太
上
靈
寶
柴

草
品
﹇
太
上
洞
玄
靈
寳
芝
草
品
﹈、

一
〇
）
雲
笈
七
籤
（
方
藥
部
、

七
十
五
）、

一
一
）
雲
笈
七
籤
（
方
藥
部
、

七
十
七
）、

一

二
）

藏
輯

）
長
生
胎
元
神
用
經
、

一
三
）

藏
輯

）

﹇
孫
眞
人
備

千
金

方
﹈
論
處
方
第
五
、
論
用
藥
第
六
、

一

四
）（
雲
笈
七
籤
）
孫
眞
人
千
金
方
。

三
、
鍼
灸
に
は
、

一
）
修
丹
妙
用
至
理
論
、

二
）
修
身
十
書

指
玄

﹇
修
眞
十
書

指
玄

﹈、

三
）
抱
一
子
三
峯

老
人
丹
訣
﹇
抱
一
子
三
峯
老
人
丹
訣
﹈、

四
）
靈
劍
子
引

子
午

記
、

五
）
四
氣
攝
生
圖
、

六
）
太
淸
神

眞
經
、

七
）
三
洞

樞
機

、

八
）
淵
源

妙
洞
眞
經
、

九
）
易
外
別
傳
、

一

〇
）
眞

、

一
一
）

樞
、

一
二
）

素
問
靈
樞
集

、

一
三
）

經
素
問

、

一
四
）
玄
珠
密
語
﹇
素
問
六
氣

玄
珠
密
語
﹈、

一
五
）

八
十
一

經

藏
圖
序
論
﹇

八

十
一

經

義
圖
序
論
﹈、

一
六
）

八
十
一

經
纂
圖
分
解

﹇

八
十
一

經
纂
圖
句
解
﹈、

一
七
）
至
言
總
、

一
八
）
孫

眞
人
備

千
金
、

一
九
）

救
仙
方
、

二
〇
）
上
淸
靈
寶
大
法
、

二
一
）
太
上
助
國
救
民
悠
眞

﹇
太
上
助
國
救
民
總
眞

﹈

で
あ
る
。

字
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

目
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
書
物
も
取
り
上
げ
て
お
り
大
變
參
考
に
な
る
。
例
え

ば
「
湯
液
・
處
方
」
と
「
鍼
灸
」
の
兩
分

で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
『

救
仙
方
』
は
、
產

人
科
、
整
形
外
科
等
の
外
科

治

療
、
癆
病
（
結
核
に
相
當
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
）
に
關
す
る

容

が

纂
さ
れ
て
い
る
。
癆
病
に
關
す
る
記

は
、

十
「
上
淸
紫

庭

癆
仙
方
論
法
」「
總
論
傳
癆
蘇
游
論
」「
癆
療

證
浴
法
」
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「
守
庚
申
法
」「
修
合
藥
法
」「
醫
傳
屍
方
越
王
文

、

」「
論
已
試
功

效
」、

十
一
、「
上
淸
紫
庭

癆
仙
方
品
」「

灸
二
十
一
種

癆
圖

序
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
日
本
の
中
世
以
降
の
鍼
灸
流

儀
書
に
共

す
る
記
載
が
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
日
本
の
中
世

以
降
の
鍼
灸
史
を
考
え
る
上
で
も
大
變
重

な

料
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

ま
た
本
書
﹇
圖
版

﹈、「
圖
表
一
三
二

傳
屍
蟲
の
變
傳
」
の

蟲
の
圖
は
、
書
中
に

示
さ
れ
て
い
な
い
が
こ
の
『

救
仙
方
』

十
の
文

、

中
に
見
ら
れ
る
一
八
種
の
蟲
の
圖
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

蟲
は
氣
血
が
凝
結
し
て
生
じ
、

代
は
嬰
兒
、
鬼
、
ガ
マ
ガ
エ
ル

な
ど
の

で
、
六
代
に
渡
り
ム
カ
デ
、
エ
ビ
、
ア
リ
、
ハ
リ
ネ
ズ

ミ
、
ヘ
ビ
、
ブ
タ
の
肺
、
馬
の
尾
、
ス
ッ
ポ
ン
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な

を
變
え
て
人
の
體

に
寄
生
し
、「
傳
屍
癆

」
を
ひ
き
お

こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
紹
介

で
あ
る
私
も
取
り
上
げ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
こ
れ
と

く
同
じ
圖
が

倉
時
代
の
醫
書
で
あ
る

梶
原
性

『
萬
安
方
』
一
三
二
七
年
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も

敎
醫
學
が
日
本
の
醫
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
推
定
で
き
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
こ
と
に

目
し
た

究
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
本
書
の
「

藏
の
醫

學

部
分
」
を

確

す
る
こ
と
は
大
變

義
深
い
。

附
け
加
え
て

の
い
う
「
私
製
『

典
』」
を
參
考
に
し
て

「『「

藏
」
等
中
國
醫
學
關
係
經
典
索
引
』」
を
作

し
、
本
書

末
に
附

と
し
て

載
す
る
。
こ
れ
は
『

藏
』
等
の
中
か
ら
中

國
醫
學
に
關
係
す
る
經
典
を
以
下
の
三
三
項
目
、

一
）
湯
液
・

處
方
、

二
）
本
草
、

三
）
鍼
灸
、

四
）
外
丹
、

五
）

丹
、

六
）

息
、

七
）

引
、

八
）
却

・

餌
、

九
）

中
、

一
〇
）

生
、

一
一
）
符
、

一
二
）
圖
、

一
三
）
占
、

一

四
）
籤
、

一
五
）
呪
、

一
六
）
齊
、

一
七
）
禁
、

一
八
）

氣
神
、

一
九
）
氣
、

二
〇
）

氣
、

二
一
）
解
剖
學
、

二

二
）
身
神
、

二
三
）
醫
科
、

二
四
）
三

、

二
五
）
血
湖

、

二
六
）
產

人
科
、

二
七
）
外
科
、

二
八
）
文

、

學
、

二

九
）

敎
醫
學
、

三
〇
）

敎
理
論
、

三
一
）
神
仙
、

三
二
）

神
枕
、

三
三
）
用
語
・
字
句
に
分

し
、
經
典
そ
れ
ぞ
れ
の

「

藏

№
」「

藏
頁
」「
提

№
」「
經
典
名
」
を
表
記
し
て
い

る
。
す
で
に
朱
越
利
『

藏
分

解
題
』
一
九
九
六
年
の
よ
う
な

書
物
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
有
用
な

料
と
な
る
だ
ろ
う
。
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こ
れ
ま
で
「

敎
」
を
「
醫
學
」
の

點
か
ら

測
す
る
よ
う

な
書

は
日
本
で
は
出
版
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
中
國
社
會
科
學

院
に
は

敎
醫
學
を

究
す
る
李
貴

氏
が
い
る
。
現
在
、
北
京

白
雲

に
、

敎
醫
學
の
診
療

が
あ
り
、
昨
年
、
彼
の
紹
介
に

よ
り
長
い

を
束
ね
髷
に
し
た
六
十

後
の

醫
の
診
察
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
の
診
察
は

常
と
は
少
し
異
な
る
脈

診
法
に
よ
る
も
の
で
、「
孫
思

の
脈
診
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
机
上
に
は
『
千
金

方
』
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
診
療

が
開
か
れ
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
特

の
あ
る

敎
醫
學
が
實

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
中
國
で

は
、
す
で
に

敎
醫
學
の

究

が
お
り
、

究
を
す
す
め
て
い

る
。

敎
醫
學
の
中
に
は
現
在
の
東
洋
醫
學
が
篩ふる
い
お
と
し
て
し

ま
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
重

な

點
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

の
示
し
た

々
な
文

、

を
手
が
か
り
に
し
て
、

敎
醫
學
の

究
が

む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

後
に
な
っ
た
が
、

が
令
和
二
年
九

二
十
九
日
に
永
眠

さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
臨
床
醫
療
に
從
事
す
る
傍
ら
、
厖
大
な

料
を
收
集
し
、
生
涯
を
か
け
て
本

を

纂
さ
れ
た
。
吉
元
昭

治
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
數
多
の
業
績
に

辭
を

す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お

り
し
た
い
。

（
Ａ
４

、
五
一
二
頁
、

出
版
、

二
〇
一
八
年
十

、

五
五
〇
〇
〇
圓
）
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